
   
  
 

柏崎市水害対応総合防災訓練を実施します 
 

近年、全国的に多発する豪雨災害に備え、地域防災力の向上を図るため、住民参加型訓練

と市職員の災害対応訓練を同時実施します。 

特に今回は、改定したハザードマップにおける新たな浸水想定区域を踏まえた訓練内容と

し、直近の状況を反映した適時適切な住民避難体制の整備を目的とします。 

 
1 日時 

令和7（2025）年8月24日（日曜日） 

住民訓練：午前8時5分～11時  職員訓練：午前7時～正午 

 

2 訓練会場 

北条地区各地・各所、ソフィアセンター（柏崎市立図書館）、柏崎市役所本庁災害対策室 

 

3 主催者 

柏崎市防災会議 

 

4 参加予定人数(計600人) 

北条地区住民：約150人、関係機関・団体：約50人、市職員：約400人 

 

5 協力団体・企業 

陸上自衛隊第2普通科連隊、新潟県柏崎地域振興局地域整備部・健康福祉部、新潟県動物愛 

護センター、新潟県警察柏崎警察署、柏崎ファミリードック、北条デイサービスセンター、株 

式会社プログレス、柏崎建設業協同組合 

 

6 想定 

・市内に断続的な降雨があり、特に北条地区の長鳥川流域が豪雨に見舞われる。 

・市が、水位情報および気象情報から長鳥川の氾濫の危険を認め、高齢者・障がい者など要配 

 慮者への避難支援を含む災害応急活動（被害状況の把握、避難所開設・避難者の受け入れ、 

消防団活動などの災害応急活動）の準備を開始する。 

・その後、警戒レベル3高齢者等避難（土砂・洪水）を発令、地域自主防災組織は要配慮者の 

安否確認および避難支援を開始する。また、その後に大角間地区で土砂崩れが発生し、道路 

が寸断されたため、自衛隊と道路維持委託事業者に住民避難支援を要請する。 

・さらに状況が悪化したため、警戒レベル4避難指示（土砂、洪水）を発令し、北条地区住民 

全員の避難を開始する。 

・道路寸断地域の情報収集や孤立状況を支援する活動を開始する。 

 

7 訓練内容  

⑴ 住民避難訓練 

ア 洪水および土砂災害の災害種別ごとの住民避難の実施 
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イ 避難行動要支援者の支援（89人） 

【参加：地域住民、介護高齢課、福祉課】 

⑵ 情報収集、避難指示などの情報伝達訓練 

ア 地区内の被害状況および安否確認情報などの収集・伝達 

イ 防災行政無線 

ウ 緊急速報メール（エリアメール）、Yahoo! 防災速報 

エ 各種SNS（X、フェイスブック） 

     【参加：地域住民、市民活動支援課、介護高齢課、福祉課、元気発信課、防災・原子力課】 

⑶ 市職員避難所受け付け訓練（開設連絡、要配慮者・ペット受け入れ、キーボックス活用） 

ア 優先開設避難所（3カ所）の開設訓練 

イ 北条コミュニティセンターは、鍵保管職員と地域住民による避難所開設訓練 

ウ 北条コミュニティセンター以外の職員は、訓練会場に参集して避難所運営訓練 

【参加：地域住民、市民課、市民活動支援課、学校教育課、避難所鍵保管職員】 

⑷ 要配慮者利用施設における施設利用者避難行動訓練 

   北条デイサービスセンターでの施設利用者避難行動訓練 

    【参加：介護高齢課、福祉課】 

⑸ 消防団による水防活動訓練 

  ア 避難者の避難誘導など 

  イ アンダーパスの排水活動 

     【参加：柏崎市消防団、柏崎市消防本部消防総務課】 

⑹ 孤立集落支援訓練 

  ア ドローンによる現地確認・物資輸送 

   イ 自衛隊・道路維持委託事業者による人員輸送支援および道路の障害物撤去 

    【参加：陸上自衛隊第2普通科連隊、株式会社プログレス、柏崎建設業協同組合】 

8 スケジュール 

午前6時45分  天保橋水位計水防団待機水位超過 

午前7時40分  警戒本部会議 

午前8時3分   洪水キキクル警戒レベル3相当情報 

午前8時5分   警戒レベル3 高齢者等避難（洪水・土砂） 

午前9時15分  警戒レベル4 避難指示（洪水・土砂） 

午前11時    避難指示解除（洪水・土砂）＝地区訓練終了 

正午       避難所運営訓練終了・解散  

9 その他 

⑴ 原則、雨天決行ですが、訓練内容を一部変更することがあります。また、当日、次のいず 

れかに該当した場合は、訓練を中止します。 

ア 大雨警報など、訓練の実施に支障があると予想される気象警報が発表された場合 

イ  災害発生が予想される場合、または防災関係機関が災害警戒態勢を必要とした場合 

※ 訓練を中止する場合は、当日午前7時までに決定し、防災行政無線で連絡します。訓練 

の参加機関・団体へは電話で連絡します。 

  ⑵ 訓練後の検証 

  ア 訓練後には地区や施設などと振り返りを行い、対応状況を検証します。 

  イ 防災・原子力課で検証内容を総括し、各例規、マニュアルなどに反映します。  


